
 

科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 ２年 前期 

授業科目 精神看護学概論 

選択／必修 必修 単位数（時間数） １単位 １５時間 授業形態 講義 

担当教員 長井 麻希江 

メールアドレス m-nagai@amall.co.jp オフィスアワー 
事前にメール連絡

して下さい 

 

授業目的 
精神看護学の対象者を全人間的に理解するため、重要となる概念や理論を学

び、看護師が果たすべき役割と専門職的姿勢を修得する。 

授業概要 

この授業では心の健康の意義とその現状、国内外の精神保健医療福祉の歴史、

心を患うことに伴う苦悩への理解を基盤として、多職種と連携しながら看護師

が果たすべき役割とその専門的特性を教授する。また、心の発達・危機に関す

る諸理論ならびに共生社会の実現を目指した法制度について学び、高度な倫理

的姿勢の修得を目指す。 

授業内容 

第１・２回 心の健康とそれを取り巻く社会の現状 

多職種における精神看護の専門性と役割、リエゾン精神看護 

第３・４回 精神保健医療と看護の歴史 

基本的人権と倫理原則 

第５・６回 共生社会の実現を目指した精神保健福祉制度 

地域包括ケア 

第７・８回 心の発達と精神保健 

教科書 

参考書等 

教科書：萱間真美・野田文隆編集、精神看護学Ⅰ こころの健康と地域包括ケ

ア・精神看護学Ⅱ 地域・臨床で活かすケア（改訂第 3版）、南江堂。   

成績評価 

基準・方法 

筆記試験 90％、授業への積極的参加度 10％として総合評価を行う。授業への

積極的参加度は、グループワークの取り組み状況ならびに出席率を評価視点と

する。 

履修要件 本科目の単位修得は 3年次精神看護学実習の履修要件となっている。 

留意事項 

その他 
これまで学習した関連科目をふまえて積極的に意見を述べて下さい。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての精神看護の臨床経験、公認心理師としての産業領域並びに臨

床におけるカウンセリング経験を活かして、精神看護学に関連する基礎知識

や理論、専門職的態度について講義を行う。 

 


